
鴎
外
に
お
け
る
共
同
体
と
個

歴

史

説
集

『
意
地
』

三

部

作

の

構

造

|

|

|

共
同
体
と
個

第
一
歴
史
小
説
集
『
意
地
」
三
部
作
に
お
け
る
鴎
外
の
認
識
構
造
を
、
共
同
体

と
個
と
い
う
観
点
か
ら
、
と
ら
え
直
し
て
み
た
い
。

鴎
外
文
学
の
終
生
の
テ
l
マ
は
、
東
洋
と
西
洋
、
国
家
社
会
と
個
人
、
公
と
私

の
相
克
お
よ
び
調
和
の
課
題
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
私
も
そ
れ
に
首
肯
す
る

者
だ
が
、
今
一
つ
漠
然
と
し
て
い
る
の
で
、
共
同
体
の
原
理
と
個
の
原
理
と
の
相

克
お
よ
び
調
和
の
課
題
と
言
い
直
す
な
ら
、
よ
り
鴎
外
テ
l
マ
の
実
体
に
即
す
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
各
々
何
を
さ
す
か
と
い
う
と
、
木
下
杢
太
郎
の
、

「
希
臨
以
来
欧
羅
巴
文
明
の
真
髄
た
る
美
と
自
由
と
の
尊
崇
と
東
洋
古
来
の
道
徳

(
l
}
 

の
根
源
た
る
孝
道
の
遵
守
と
の
聞
に
存
す
る
軒
軽
で
あ
る
。
」
を
参
考
に
し
て
、

少
し
訂
正
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
日
本
文
化
の
本
質
た
る
、

忠
義
や
孝
行
の
道
徳
(
日
本
の
共
同
体
原
理
)
と
、
西
洋
文
化
の
本
質
た
る
「
自

(
個
の
原
理
)
と
の
、
相
克
お
よ
び
調
和
の
課
題
で
あ
る
と
見
た
い
。

傍
線
部
東
洋
の
孝
道
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
共
同
体
で
こ
そ
、
巨
大
な
宗
家
に

対
す
る
孝
道
が
最
高
価
値
と
さ
れ
、
か
っ
、
タ
テ
の
忠
よ
り
ヨ
コ
の
仁
が
重
視
さ

由
と
美
」

勝

千
鶴
子

本

れ
て
い
る
(
『
菊
と
万
』
)
が
、
鴎
外
の
関
心
は
中
国
や
東
洋
で
は
な
く
、
あ
く

「
青
年
」
や
「
か
の
や
う
に
」
に
お
い
て
、
日
本
の
忠
義

ま
で
日
本
に
あ
っ
て
、

第
一
、
孝
行
第
二
の
道
徳
の
、
近
代
的
改
良
に
心
を
く
だ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
若
き
鴎
外
が
西
洋
文
化
の
本
質
を
、
自
由
と
美
(
ナ
ウ
マ
ン
論
争
)
、
す

な
わ
ち
学
問
と
芸
術
の
二
分
野
に
限
っ
て
、
自
由
平
等
博
愛
三
位
一
体
の
市
民
革

命
の
原
理
か
ら
、
平
等
と
博
愛
を
排
除
し
た
の
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
平
等

は
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
、
日
本
の
階
層
社
会
の
実
態
と
政
治
的
に
背
馳
し
、
博

愛
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
源
を
発
す
る
の
で
日
本
の
国
教
の
神
道
と
な
じ
ま
な
い
か

ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
出
発
時
点
か
ら
、
鴎
外
の
「
自
由
」
の
発
想
に
は
、
国
家

レ
ベ
ル
の
支
配
(
父
権
)
と
束
縛
感
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
処
女
作
「
舞

姫
」
に
、
官
長
と
天
方
伯
の
手
、
す
な
わ
ち
国
家
の
手
に
よ
っ
て
「
足
を
縛
し
て

放
た
れ
し
烏
」
の
「
自
由
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
も
わ
か
る
。

と
と
ろ
で
、
私
の
、
共
同
体
と
い
う
切
り
込
み
方
が
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
だ
が
、
鴎
外
自
身
は
乙
の
語
を
使
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
、
日

本
の
国
家
が
近
代
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
は
な
く
、
前
近
代
的
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
だ
と
見
て
、
深
い
洞
察
に
至
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
舞
姫
」
に
、

「
大
臣
は
既
に
我
に
厚
し
、
さ
れ
ど
わ
が
近
眼
は
唯
だ
お
の
れ



が
尽
く
し
た
る
職
分
を
の
み
見
き
。
」
と
あ
る
の
は
、
人
格
の
一
部
で
あ
る
「
職

分
」
の
み
の
合
理
的
契
約
(
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
)
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
ら
、
実

は
全
人
格
的
に
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
糸
に
「
操
つ
」
ら
れ
て
い
た
と
い
う
自
覚

で
あ
る
。
ま
た
、
天
方
伯
の
帰
国
の
促
し
方
は
、

で
た
く
、
魯
西
亜
行
の
労
を
問
ひ
慰
め
て
後
」
と
あ
る
よ
う
に
、
テ
ニ
エ
ス
が
、

「
往
き
て
見
れ
ば
待
遇
殊
に
め

母
の
子
応
対
す
る
関
係
を
「
聾
い
守
り
導
く
」
と
説
明
し
て
い
る
語
句
と
相
似
た
、

上
か
ら
や
さ
し
く
包
ま
れ
る
快
き
で
あ
る
。
太
田
が
そ
の
快
さ
に
油
断
し
て
い
る

「
君
が
学
聞
こ
そ
わ
が

虚
を
突
い
て
、
い
き
な
り
結
論
か
ら
、
帰
国
を
す
す
め

「
我
学
問
」
へ
の
飢
え
と
い
う
太
田
の
急
所
を
握
っ

て
甘
い
誘
惑
を
ほ
の
め
か
す
一
方
、
太
田
の
民
間
学
は
日
本
に
と
っ
て
危
険
だ
か

測
り
知
る
所
な
ら
ね
」
と
、

ら

「
語
学
の
み
に
て
世
の
用
に
は
足
り
な
む
」
と
釘
を
さ
す
。
前
に
宮
長
が
父

権
的
支
配
に
よ
っ
て
太
田
の
反
抗
を
受
け
た
の
と
違
っ
て
、
天
方
伯
の
糸
の
「
操

つ
り
」
方
は
、
巧
妙
で
、
相
手
次
第
で
父
権
を
表
立
て
ず
に
、
契
約
と
母
性
も
利

用
す
る
。
乙
れ
は
、
丸
山
真
男
が
『
日
本
の
思
想
』
で
、
日
本
の
文
化
は
、
異
質

の
思
想
と
交
わ
ら
ず
に
併
存
し
て
い
る
「
雑
居
的
無
秩
序
」
文
化
だ
と
規
定
す
る

の
と
相
通
じ
る
、
痛
烈
な
近
代
批
判
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
ニ
エ
ス
が
母

子
結
合
の
麗
し
い
背
定
面
だ
け
を
社
会
学
の
研
究
対
象
と
し
、
ま
た
、
近
代
国
家

は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
だ
と
し
た
の
に
対
し
、
鴎
外
は
、
も
っ
と
複
雑
で
特
異
な
、

日
本
近
代
共
同
体
の
H

甘
く
や
さ
し
い
残
虐
性
u

を
描
い
て
み
せ
た
。
「
舞
姫
」

は
、
太
田
の
自
我
が
や
さ
し
く
包
ま
れ
(
善
母
)
、
巧
妙
に
導
か
れ
飲
み
込
ま
れ

(
恐
母
)
、
日
本
共
同
体
と
い
う
有
機
的
生
命
体
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う
乙
と

「
人
知
ら
ぬ
恨
」
の
情
念
が
テ
l
マ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

き
て
、
雅
文
体
の
「
舞
姫
」
で
は
、
学
術
的
な
共
同
体
と
い
う
語
は
当
然
使
わ

な
い
に
し
て
も
、
思
想
小
説
「
青
年
」
や
思
想
史
評
論
「
古
い
手
帳
か
ら
」
で
は
、

へ
の
、

乙
れ
を
ど
ん
な
語
で
表
し
て
い
る
か
。
鴎
外
は
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
相
当
す

る
社
会
を
「
共
同
生
活
」
の
社
会
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
そ
れ
を
「
功
利
主
義
の

社
会
」
と
し
、
一
対
の
対
立
概
念
と
し
て
い
る
。
前
者
の
特
徴
を
、

「
人
間
天
賦

の
仁
」

「
共
同
生
活
の
策
励
」
で
結
合
し
た
、

家
」
、

「
社
会
感
情
」

「
共
同
生
活
の
束
縛
」
は
あ
る
が
、

「
有
機
物
た
る
国

「
種
属
の
利
害
は
主
に
し
て
、
個
々

の
利
害
は
従
」
に
す
る
「
利
他
」
だ
と
し
、
他
方
、
後
者
の
特
徴
を
、

「
器
械
的

国
家
」
、

「
国
法
は
個
々
の
人
民
を
し
て
快
適
を
得
し
め
む
が
た
め
の
契
約
で
亦

復
打
算
」
で
あ
り
、

「
自
利
」
だ
と
し
て
い
る
。
鴎
外
は
テ
ニ
エ
ス
の
『
、
ゲ
マ
イ

ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』

(
明
治
引
年
刊
)
を
読
ん
で
い
た
か
と
思
わ

れ
る
。

「
個
」
と
い
う
語
を
使
つ{2
)
 

た
の
は
、
個
の
あ
り
ょ
う
は
、
社
会
と
の
対
応
で
さ
ま
ざ
ま
な
現
れ
方
を
す
る
の

で
、
自
己
と
外
界
と
が
未
分
化
の
様
々
の
レ
ベ
ル
で
の
集
合
的
自
己
、
利
他
的
個

他
方
、
私
が
、
自
我
や
個
我
と
い
う
語
を
使
わ
ず
に
、

-2-

人
主
義
の
自
己
、
近
代
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
分
離
独
立
し
た
自
我
な
ど
、
す
べ
て

包
含
さ
せ
て
、
個
と
呼
ぶ
乙
と
に
し
た
い
。

要
す
る
に
、
鴎
外
に
と
っ
て
、
処
女
作
「
舞
姫
」
か
ら
絶
筆
「
古
い
手
帳
か
ら
」

ま
で
、
曲
折
は
あ
る
も
の
の
、
共
同
体
原
理
と
個
の
原
理
と
の
相
克
の
問
題
は
、

終
生
の
テ
l
マ
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
主
に
リ
ズ

ム
と
構
成
と
キ
l
・
ワ
ー
ド
に
着
目
し
て
、
初
出
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

か
ら
分
析
し
た
い
。

初
出
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

私
は
、
初
出
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
を
読
む
た
び
に
、
引
き
込
ま
れ
る



感
じ
と
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
い
ら
立
た
し
さ
と
を
感
じ
る
。
ち
ょ
う
ど
祭
の
太
鼓
の

単
調
な
リ
ズ
ム
が
人
を
次
第
に
興
奮
さ
せ
、
ダ
ン
ジ
リ
が
衝
突
し
て
血
が
飛
び
死

人
が
出
る
よ
う
な
、
恐
し
さ
と
不
安
で
あ
る
。
木
下
杢
太
郎
が
、
鴎
外
の
歴
史
小

説
は
「
徳
川
時
代
の
武
士
道
の
道
徳
」
を
書
い
た
も
の
だ
が
、
「
其
根
本
に
於
い

l
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l
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i
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て
我
々
民
族
の
心
に
参
通
す
る
も
の
が
有
る
。
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
全
く
同
感

で
あ
る
。
冒
頭
文
を
読
ん
で
見
ょ
う
。

某
儀
今
年
今
月
今
日
切
腹
し
て
相
果
候
事
奈
何
に
も
唐
突
の
至
に

て
、
弥
五
右
衛
門
奴
老
毒
し
た
る
か
、
乱
心
し
た
る
か
と
申
候
者
も
可
有
之

候
へ
共
、
決
し
て
左
様
の
事
に
は
無
之
候
。

傍
線
部
の
よ
う
に
、

「
今
年
今
月
今
日
」
と
い
う
類
句
的
反
復
の
切
迫
感
、

「
老
毒
し
た
る
か
、
乱
心
し
た
る
か
」
と
い
う
対
句
的
反
復
、
そ
し
て
候
候
候
候

と
い
う
単
調
な
反
復
、
乙
の
リ
ズ
ム
が
、
書
き
進
め
て
い
く
作
者
自
身
を
興
奮
さ

せ
、
彼
が
よ
り
ま
し
に
な
っ
て
、
読
者
の
心
を
興
津
の
心
に
参
入
さ
せ
、
興
奮
さ

せ
て
行
く
の
で
あ
る
。
興
津
は
主
君
の
十
三
回
思
に
殉
死
す
る
の
だ
か
ら
熱
は
覚

め
て
い
る
は
ず
と
い
う
、
不
自
然
な
設
定
も
、
も
は
や
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
く
さ

せ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
中
心
の
香
木
論
争
に
お
い
て
も
、
同
型
反
復
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
二
人

は
互
い
の
主
旨
を
段
ま
ず
、
不
用
意
な
但
し
書
き
の
「
人
倫
の
道
に
惇
り
候
事
は

「
お
手
前
と
て
も
其
の
通
り
、
道
に
惇
り
た
る
事
は
云

々
」
と
ま
ぜ
返
す
。
ま
た
、
相
役
が
「
乙
れ
が
武
具
杯
な
ら
ば
」
別
だ
と
口
を
す

べ
ら
せ
ば
、
す
か
さ
ず
「
武
具
と
香
木
と
の
相
違
は
」
と
言
い
返
し
、
揚
げ
足
取

り
の
会
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
相
手
の
恥
や
劣
等
感
に
触
れ
る
悪
口
が
、

売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
と
な
る
。
「
阿
訣
便
侵
」
と
の
の
し
れ
ば
「
賢
人
ら
し
き
」

「
若
輩
の
心
得
違
」
に
は
「
若
輩
な
が
ら
心
得
居
る
」
と
言
い

格
別
」
に
食
ら
い
つ
き
、

と
皮
肉
で
返
し
、

「
其
道
の
御
心
得
な
き
故
、

の
心
得
な
し
、
一
徹
な
る
武
辺
者
な
り
」
と
居
直
り
、
「
身
命
に
賭
け
て
も
」
と

い
う
興
津
の
そ
そ
の
か
し
に
乗
っ
て
、
「
お
手
前
の
表
芸
が
見
た
し
」
と
、
つ
い

に
万
を
抜
い
て
、
殺
人
事
件
に
至
る
の
で
あ
る
。
尻
取
り
的
反
復
が
次
第
に
双
方

を
興
奮
さ
せ
、
命
を
か
け
て
も
引
く
に
引
け
な
い
男
(
武
士
)
の
「
意
地
」
に
追

返
し
、

一
徹
」
だ
と
け
な
せ
ば
、
い
か
に
も
「
茶
事

い
詰
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
意
地
の
張
り
合
い
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
論
理
に

よ
る
対
立
劇
と
ち
が
っ
て
、
い
か
に
も
日
本
的
に
屈
折
し
た
情
念
に
よ
る
対
立
劇

で
(
子
供
の
か
け
合
い
遊
び
|
|
「
或
る
朝
」
ー
ー
に
も
残
存
)
、

「
民
族
の
心
」

の
リ
ズ
ム
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

「
青
年
」
や
「
か
の
や
う
に
」
な
ど
、
中
期
現
代
小
説
に
お
い
て
は
、
冷
静
・

知
的
・
中
立
的
な
傍
観
者
だ
っ
た
鴎
外
が
、
乙
れ
は
一
体
ど
う
し
た
乙
と
か
。
志

賀
直
哉
は
、
鴎
外
の
小
説
は
頭
で
す
っ
か
り
出
来
上
が
っ
た
小
説
で
、
リ
ズ
ム
が

な
い
と
言
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
こ
乙
に
は
、
明
ら
か
に
「
或
る
朝
」
の
破
滅
回
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避
以
前
の
け
ん
か
と
通
う
、

「
民
族
の
心
」
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
意
地
と
意
地
と

一
体
に
な
っ
て
、
死
と
破
滅
に
向
か
う
、
凶
々
し
い
悲
壮
な
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
我
々

は
理
性
で
は
抗
っ
て
も
、
情
念
は
そ
の
リ
ズ
ム
に
感
応
し
て
、
日
本
人
の
血
が
ざ

わ
め
く
の
で
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
の
祭
り
好
き
、
鴎
外
好
き
は
、
乙
の
悲
壮
リ
ズ

ム
へ
の
共
鳴
だ
と
思
う
。

す
で
に
有
名
な
乙
と
だ
が
、
大
正
元
年
九
月
十
三
日
の
乃
木
将
軍
夫
妻
の
殉
死

に
「
半
信
半
疑
」
し
て
、
急
拠
「
興
津
」
を
書
き
上
げ
、
歴
史
小
説
の
林
に
分
け

入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
鴎
外
は
殉
死
と
い
う

死
に
方
や
忠
誠
へ
の
賛
嘆
よ
り
も
、
十
六
日
に
新
聞
発
表
さ
れ
た
乃
木
将
軍
の

「
遺
言
条
々
」
に
衝
撃
さ
れ
て
「
興
津
」
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
先
に
見
た

「
興
津
」
の
悲
壮
の
リ
ズ
ム
も
候
文
体
も
、
乃
木
遺
書
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
り
、



以
下
の
思
想
主
張
も
酷
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
遺
言
条
々
」
を
読
ん
で
み
る
。

第
一
自
分
此
度
御
跡
を
追
ひ
奉
り
、
自
殺
候
処
恐
入
候
儀
、
其
罪
は
不

軽
存
候
。
然
る
処
、
明
治
十
年
役
に
於
い
て
軍
旗
を
失
ひ
其
後
死
処
得
度
心

懸
侯
も
其
機
を
得
ず
、
皇
思
の
厚
き
に
浴
し
今
日
迄
過
分
の
御
優
遇
を
蒙
り

追
々
老
衰
最
早
御
役
に
立
の
時
も
無
余
日
候
折
柄
此
度
の
御
大
変
伺
共
恐
入

候
次
第
蕊
に
覚
悟
相
定
め
候
事
に
候
。

続
い
て
、
第
二
、
華
族
の
汚
名
を
残
さ
ぬ
よ
う
養
子
は
不
要
、
祖
先
の
墳
墓
の

守
護
は
血
縁
が
す
る
だ
ろ
う
、
新
坂
邸
は
寄
付
。
第
三
、
資
財
は
分
与
。
第
四
、

遺
物
は
分
配
。
第
五
、
御
下
賜
品
は
寄
付
。
第
六
、
書
籍
類
も
寄
付
。
第
七
、
祖

先
の
遺
書
類
は
神
社
に
預
け
、
第
八
、
出
品
の
品
は
寄
付
。
第
九
、
妻
静
子
の
住

む
家
だ
け
残
し
て
、
第
十
、
自
分
の
死
骸
は
医
学
校
へ
寄
付
、
墓
下
に
は
毛
髪
爪

歯
(
義
歯
)
で
充
分
、
思
賜
の
時
計
は
軍
服
以
外
で
持
つ
こ
と
を
禁
ず
、
伯
爵
乃

木
家
は
呉
々
も
断
絶
の
事
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
国
家
の
大
礼
、
先
祖
の
祭
肥
」
の
出
所
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
感
の
あ
る

第
二
以
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
乙
こ
に
は
、
人
権
や
私
有
財
産
や
子
孫

の
た
め
を
当
然
と
考
え
る
常
識
か
ら
見
れ
ば
、
過
激
な
ま
で
の
無
欲
と
、
狂
信
的

な
天
皇
至
上
主
義
が
あ
る
。
彼
が
学
ん
だ
陽
明
学
の
知
行
合
一
の
思
想
が
過
激
を

要
求
す
る
の
だ
ろ
う
。
偶
然
な
が
ら
、
鴎
外
が
乙
の
の
ち
歴
史
小
説
に
書
く
大
塩

平
八
郎
の
行
動
の
無
私
利
他
の
過
激
さ
も
、
極
右
と
極
左
の
方
向
は
逆
だ
が
、
陽

明
学
の
故
で
あ
っ
た
。

き
て
、
鴎
外
は
こ
の
遺
書
の
ど
乙
に
心
を
打
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
侯
文
体

の
「
型
」
の
美
の
中
に
、
三
十
五
年
の
己
の
情
念
を
抑
制
し
た
簡
浄
さ
、

「
過
分
の
御
優
遇
」
が
候
文
体
の
虚
飾
で
な
く
、
痛
い
重
い
感
覚
で
あ

「
皇
恩

の
厚
き
」

り
、
そ
の
抑
制
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
物
狂
お
し
き
に
圧
倒
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

鴎
外
遺
書
も
ど
乙
か
乙
れ
に
似
て
い
る
。
分
析
的
に
見
れ
ば
、
乃
木
遺
書
は
、

「
忠
」
と
い
う
接
近
(
母
子
型
共
同
体
)
の
原
理
と
、

「
礼
」
と
い
う
分
離
(
父

(
降
り
積
む
負
債
)
へ
の
律

権
型
共
同
体
)
の
原
理
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
、

「恩」

「無」

ぎ
u

で
清
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

儀
さ
と
、

(
恩
返
し
)
へ
の
潔
さ
と
の
葛
藤
を
、
殉
死
と
い
う
H

み
そ

鴎
外
は
こ
こ
に
、
日
本
人
の
魂
の
叫
び
を
感
じ
、
「
古
言
は
宝
で
あ
る
」
(
「
空

車
」
)
、
「
忠
」
と
「
礼
」
、

「
恩
」
と
「
無
」
と
の
葛
藤
の
中
に
こ
そ
、

日
本
人

の
伝
統
的
心
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
死
し
た
旗
手
へ
の
罪

意
識
は
欠
如
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
に
、
神
聖
に
近
づ
く
無
礼
の
「
罪
」
を
恐

れ
入
り
離
れ
よ
う
と
し
つ
つ
、
跡
を
追
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
恥
ら
い
と
謙
譲

の
愛
の
形
を
見
、
感
恩
の
律
儀
さ
と
無
欲
の
潔
さ
と
を
、

一
身
に
体
現
し
て
い
る

人
が
現
れ
た
乙
と
に
、
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

「
青
年
」
の
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利
他
的
個
人
主
義
に
お
い
て
は
、
恩
は
奴
隷
の
道
徳
、
忠
義
は
過
去
の
因
習
で
あ

り
、
徳
川
時
代
の
幽
霊
に
す
ぎ
ず
、

「
か
の
や
う
に
」
に
お
い
て
は
、
国
家
の
大

礼
、
先
祖
の
祭
杷
は
秩
序
維
持
に
必
要
な
、
意
識
し
た
ウ
ソ
で
あ
っ
た
。
鴎
外
の

観
念
的
人
工
的
忠
義
は
、
肝
心
の
命
が
宿
ら
な
い
、
動
か
ぬ
精
密
機
械
で
し
か
な

く
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
乃
木
遺
書
か
ら
何
を
取
捨
し
て
「
興
津
」
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
興
津
は
、
他
人
に
恩
を
受
け
る
こ
と
を
た
ま
ら
な
い

負
債
と
考
え
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
菊
と
万
』
に
お
け
る
、
恩
は
金

銭
貸
借
に
お
け
る
負
債
感
と
同
じ
だ
と
い
う
指
摘
の
三
十
五
年
も
前
で
、

「
阿
部

一
族
」
の
内
藤
長
十
郎
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
簡
潔
に
「
報
謝
と
賠
償
」
と
書
く

「
借
財
等
は
一
切
無
き
某
、
匡
毛
た
り
と
も
他
人
民
迷
惑
相

に
至
る
。
興
津
は
、

掛
け
不
申
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
恩
」
の
負
債
感
に
過
敏
な
人
物
だ
が
、
死
体
処



理
は
「
近
隣
の
方
々
へ
頼
入
」
る
し
か
な
い
。
乙
の
た
ま
ら
な
い
負
債
感
を
序
奏

導
入
と
し
て
、
作
品
中
核
に
お
け
る
、
主
君
の
お
役
に
立
つ
べ
き
侍
を
殺
し
た
、

人
生
た
っ
た
一
度
の
過
ち
の
負
債
感
、
許
さ
れ
た
乙
と
、
死
に
時
が
三
十
五
年
も

遅
れ
た
こ
と
で
よ
け
い
に
降
り
積
む
「
恩
」
の
負
債
感
の
重
注
と
し
て
、
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
「
お
お
い
、
新
宅
の
松
の
字
、
来
て
く
れ
え
、
手
多
』
借
せ
え
。
」

(
「
遥
拝
隊
長
」
)
と
す
ん
な
り
言
え
る
の
が
、
井
伏
鱒
二
描
く
、
相
互
依
存
的

村
落
共
同
体
の
個
な
ら
、
匡
毛
た
り
と
も
恩
を
受
け
た
く
な
い
の
に
恩
を
受
け
た

済
ま
な
さ
と
い
う
の
が
、
鴎
外
描
く
、
克
己
的
武
家
共
同
体
の
意
地
な
の
で
あ
る
。

鴎
外
は
、
乃
木
遺
書
か
ら
「
恩
」
は
取
っ
た
が
、
徹
底
的
「
無
」
は
捨
て
て
い
る
。

次
に
、
奥
津
は
は
た
し
て
乃
木
将
軍
が
明
治
天
皇
に
殉
じ
た
よ
う
に
、
唯
一
の

主
君
三
斎
公
に
殉
死
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
乃
木
将
軍
の
場
合
は
「
忠
」

型
結
合
)
と
「
礼
」
(
父
権
型
結
合
)
と
の
相
克
が
あ
っ
た
が
、
興
津
の
場
合
は
、

前
者
の
情
緒
性
・
奴
隷
性
を
排
除
し
て
、
後
者
の
「
礼
」
の
結
び
つ
き
に
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
斎
公
の
像
に
は
、
次
作
の
忠
利
の
よ
う
に
、
家
来
の
苦

哀
を
察
し
て
背
中
で
も
ら
い
泣
き
す
る
「
情
」
や
「
慈
悲
」
は
な
く
、
香
木
事
件

の
処
理
の
仕
方
は
、
父
権
の
公
正
(
義
)
と
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
支
配
力
と
威
厳
と

を
備
え
て
立
派
で
あ
る
。
従
っ
て
興
津
の
方
も
ま
た
、
文
武
兼
備
で
、
主
命
に
ま

「
此
上
な
き
」
形
で
信
任
に
応
え
、

(
母
子

ず
間
違
い
の
な
い
主
君
を
崇
拝
し
尊
敬
し
、

そ
の
結
果
や
む
な
く
生
じ
た
過
失
を
助
命
さ
れ
て
も
、
感
涙
に
む
せ
ん
だ
り
は
し

な
い
。
乃
木
将
軍
と
重
ね
て
興
津
の
言
動
を
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
解
釈
し
よ
う
と

す
ぐ
に
接
近
す
る
の
で

す
る
限
り
、
以
下
の
疑
問
が
続
出
し
て
解
け
な
い
。

ω

は
な
く
三
十
五
年
も
離
れ
て
殉
死
す
る
わ
け
、

ω
拝
ん
で
い
る
位
牌
が
三
斎
の

だ
け
で
な
く
三
代
の
位
牌
で
あ
る
わ
け
、

ω
殉
死
の
対
象
は
必
ず
し
も
三
斎
で

は
な
い
ら
し
く
、
忠
利
の
死
の
次
に
「
次
で
正
保
二
年
松
向
寺
殿
(
注
・
三
斎
)

も
御
逝
去
」
と
あ
り
、
伊
達
正
宗
の
死
、
光
尚
の
死
が
続
く
そ
の
聞
に
埋
没
さ
せ
、

興
津
が
三
斎
の
死
を
惜
し
む
一
語
も
な
い
わ
け
、

ω
老
病
で
死
ぬ
の
が
残
念
だ

か
ら
、
三
代
の
主
君
の
中
で
は
「
殊
に
」
思
顧
を
受
け
た
三
斎
の
十
三
回
思
に
合

「
忠
」
と
い
う
語
が
唯
の
一
度
も
出
ず
‘
「
礼
」
が

わ
せ
た
と
書
く
わ
け
、
同

三
回
反
復
さ
れ
る
わ
け
、
等
々
で
あ
る
。

鴎
外
は
、
意
識
し
て
、

ω
1同
の
設
定
を
し
た
。
乃
木
将
軍
の
遺
書
か
ら
、
情

緒
的
・
奴
隷
的
な
「
忠
」
と
い
う
接
近
(
母
子
型
共
同
体
)
の
原
理
を
捨
て
、

「
礼
」
と
い
う
分
離
(
父
権
型
共
同
体
)
の
原
理
を
取
っ
た
。
そ
う
変
え
た
の
は
、

密
や
か
な
乃
木
批
判
で
あ
り
、
同
時
に
浪
曲
的
殉
死
賛
美
の
風
潮
へ
の
批
判
で
も

あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
妄
想
」
の
語
句
を
借
り
る
な
ら
、
人
民
隷
属
す
る
乃
木
将
軍

は
一
人
の
主
に
会
っ
た
が
、
精
神
の
自
由
に
固
執
す
る
鴎
外
は
、
多
く
の
師
に
は

会
っ
た
が
一
人
の
主
に
は
会
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
乙
で
次
に
、
中
心
思
想
の
「
主
命
大
切
」
と
「
国
家
の
大
礼
、
先
祖
の
祭
把
」

で
あ
る
が
、
「
某
は
主
命
と
申
物
が
大
切
な
る
に
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
興
津
は

主
命
と
い
う
観
念
を
知
的
に
尊
ぴ
、
三
斎
個
人
の
命
令
に
隷
属
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
相
役
が
、
家
来
の
側
か
ら
の
主
命
批
判
や
諌
言
は
必
要
だ
と
主
張
す
る
思

想
は
、
一
般
論
と
し
て
は
正
し
い
が
、
相
役
自
身
珍
品
買
い
つ
け
の
命
令
に
無
批

判
に
従
っ
て
お
い
て
、
今
更
主
君
の
い
な
い
所
で
は
「
香
木
は
無
用
の
翫
物
」
だ

か
ら
主
君
の
目
を
ご
ま
か
し
て
末
木
を
買
え
ば
よ
い
と
言
う
の
は
、
不
誠
実
、
横

着
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
不
用
意
な
一
言
の
言
葉
尻
を
と
ら
え
て
、
興
津

は
、
「
茶
儀
は
無
用
の
虚
礼
な
り
と
申
さ
ば
、
国
家
の
大
礼
、
先
祖
の
祭
肥
も
総

て
虚
礼
な
る
べ
し
」
と
言
い
放
つ
。
興
津
の
考
え
で
は
、
相
役
が
「
香
木
は
無
用

の
翫
物
」
だ
と
言
う
こ
と
は
、
主
君
の
茶
道
を
蔑
ろ
に
し
、
細
川
家
の
家
風
を
蔑

ろ
に
し
、
茶
道
の
根
本
は
礼
で
あ
る
か
ら
、
ひ
い
て
は
、
「
国
家
の
大
礼
」
(
朝
廷



の
重
大
な
儀
式
、
即
位
・
立
后
・
大
葬
な
ど
)
や
「
先
祖
の
祭
肥
」
も
否
定
す
る
、

無
政
府
主
義
な
の
だ
と
桐
喝
し
た
の
で
あ
る
。
相
役
が
う
ろ
た
え
て
万
を
抜
い
た

の
も
無
理
は
な
い
。
江
戸
初
期
に
無
政
府
主
義
者
が
登
場
し
て
は
、
歴
史
小
説
と

し
て
お
か
し
い
の
だ
が
、
鴎
外
は
、
大
塩
「
平
八
郎
の
思
想
は
未
だ
醒
覚
せ
ぎ
る

社
会
主
義
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
の
か
ら
す
れ
ば
、
相
役
を
「
未
だ
醒
覚
せ
ぎ

る
」
無
政
府
主
義
者
と
し
て
、
天
皇
至
上
主
義
者
の
興
津
に
断
罪
さ
せ
た
の
だ
と

解
さ
れ
る
。
興
津
の
天
皇
至
上
主
義
は
、
主
君
三
斎
の
恩
に
も
涙
を
乙
ぼ
さ
な
い

彼
が
、
「
畏
く
も
至
尊
の
御
賞
美
を
被
り
(
中
略
)
落
涙
」
し
た
と
乙
ろ
に
現
れ

て
い
る
。
興
津
の
「
礼
」
の
対
象
は
、
不
思
議
な
乙
と
に
、
三
斎
止
ま
り
で
な
く
、

細
川
家
の
家
風
を
通
過
し
て
、
究
極
「
至
尊
」
の
天
皇
乙
そ
「
畏
」
敬
の
対
象
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
『
翁
草
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
語
は
な
い
。
江
戸
初
期
に
天
皇
至

上
主
義
者
が
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
こ
れ
ま
た
鴎
外
に
は
か
ま
わ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
時
と
所
の
色
あ
い
を
帝
び
た
『
翁
草
』
の
筋
を
、
歴
史
的
衣
装
と
し
て
借
り

た
ま
で
で
あ
っ
て
、
鴎
外
に
と
っ
て
、
現
代
の
大
逆
事
件
、
乃
木
殉
死
こ
そ
が
大

問
題
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
初
出
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
は
、
乃
木
遺
書
ぞ
藍
本
と
し
て
、

仮
り
に
天
皇
至
上
主
義
者
の
立
場
か
ら
無
政
府
主
義
を
断
罪
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

興
津
の
個
は
、
通
説
の
よ
う
な
鎌
倉
武
士
的
純
情
の
忠
誠
心
に
よ
る
、
母
子
型
共

同
体
の
個
で
は
な
く
、
「
恩
」
の
負
債
感
と
「
礼
」
の
至
尊
感
と
の
葛
藤
で
あ
り
、

父
権
型
共
同
体
に
融
合
し
た
個
で
あ
る
、
と
い
う
乙
と
を
見
て
き
た
。

「
阿
部

族
」

初
出
「
興
樟
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
は
、
イ
ヒ
・
ロ
マ
ン
の
一
種
、
書
簡
体
に

よ
る
告
白
だ
か
ら
、
興
津
の
意
地
は
描
け
て
も
共
同
体
の
生
態
は
描
け
な
か
っ
た
。

「
阿
部
一
族
」
は
も
っ
と
客
観
的
・
科
学
的
で
あ
る
。
で
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に

科
学
的
に
客
観
化
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
「
阿
部
一
族
」
は
、
あ
た
か
も
一

個
の
巨
大
な
生
き
物
の
よ
う
な
、
不
気
味
な
藩
共
同
体
の
生
態
と
運
動
に
、
家
単

位
の
個
が
、
あ
る
い
は
従
い
あ
る
い
は
抗
い
つ
つ
、
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
さ
ま
を
、

作
者
の
全
能
視
点
か
ら
、
鳥
臨
・
虫
臨
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
彼
ゾ
ラ
に
ル

ゴ
ン
・
マ
カ
ア
ル
の
血
統
を
追
尋
さ
せ
た
自
然
科
学
の
余
勢
で
も
あ
ら
う
か
」

(
「
な
か
じ
き
り
」
)
、
日
本
の
共
同
体
の
さ
ま
ざ
ま
の
個
を
、
遺
伝
と
環
境
理

論
で
描
い
て
、
自
然
主
義
に
対
比
し
て
見
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
阿
部
一
族
」
の
構
成
を
、
私
は
「
雪
崩
型
プ
ロ
ッ
ト
」
と
名
づ
け
て
(
4
}
 

み
た
い
。
雪
崩
は
、
積
雪
の
自
重
に
、
傾
斜
面
の
支
持
力
が
堪
え
ぬ
時
起
き
る
と

い
う
。
左
に
は
、
仮
り
に
各
節
に
見
出
し
吾
つ
け
、

)
内
に
キ
l
・
ワ
ー
ド
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を
挙
げ
て
み
た
。

藩
主
細
川
忠
利
の
病
死
(
気
遣
ひ
・
先
例
・
庶
)

凋
死
の
提
と
内
藤
長
十
郎
の
殉
死
許
可
(
提
・
黙
契
・
目
を
掛
け
)

内
藤
家
の
殉
死
当
日
の
様
相
(
母
)

四

十
八
人
の
殉
死
を
許
す
忠
利
の
心
境
(
恩
知
ら
ず
・
慈
悲
)

五

津
崎
五
助
の
殉
死
(
気
に
入
っ
て
・
負
け
ぬ
・
犬
)

乙
乙
ま
で
が
社
会
意
志
の
異
常
増
殖
(
積
雪
)
で
あ
る
。

阿
部
弥
一
右
衛
門
の
殉
死
不
許
可
の
事
情
と
追
腹
(
万
事
に
気
が
付
く
・

意
地
・
妾
・
気
に
入
ら
ぬ
・
兄
弟
喧
嘩
)

ー』ノ、六
は
、
長
期
に
わ
た
る
主
従
の
個
人
意
志
の
異
常
増
殖
で
、
先
の
社
会
意
志
と

の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
乙
乙
に
第
一
次
雪
崩
が
起
き
る
。
以
上
が
前
半
。
彼
一

人
の
悲
劇
に
終
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
、
後
半
の
群
像
の
悲
劇
を
呼
ぶ
。



七

阿
部
家
相
続
差
別
と
権
兵
衛
の
不
敬
事
件
(
面
白
・
不
快
)

阿
部
権
兵
衛
の
縛
首
・
一
族
立
て
寵
り
・
討
手
の
手
配
(
面
目
・
是
非
に

及
ば
な
い
)

/¥ 九

柄
本
又
七
郎
夫
妻
の
見
舞
と
決
心
(
気
の
毒
・
情
・
義
・
逆
賊
)

竹
内
数
馬
の
決
心
(
辱
・
棄
て
ら
れ
た
)

高
見
権
右
衛
門
と
小
姓
(
待
て
)

十十十

討
入
り

十

討
取
り
の
報
告
(
諮
っ
た
)

討
手
の
賞
罰
(
臆
病
・
気
を
付
け
る
・
面
目
)

以
上
が
後
半
。
社
会
意
志
の
巻
き
込
み
運
動
(
連
続
型
の
第
二
次
雪
崩
)
で
あ

十
四

る
作
品
冒
頭
は
、
藩
主
細
川
忠
利
の
病
死
に
筆
巻
起
し
、
将
軍
家
の
大
名
に
対
す

る
「
先
例
の
許
す
限
り
の
見
舞
」
と
「
気
遣
ひ
」
と
を
書
く
乙
と
に
よ
っ
て
、
日

本
中
が
母
子
型
共
同
体
だ
と
い
う
大
状
況
設
定
を
し
た
も
の
。
胞
の
逸
話
は
、
社

会
意
志
増
殖
の
き
っ
か
け
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
隠
で
さ
え
思
を
知
っ
て
殉

死
し
た
、
い
わ
ん
や
厚
恩
を
受
け
た
あ
の
男
乙
の
男
が
死
な
な
い
の
は
「
恩
知
ら

ず
」
だ
と
い
う
、
社
会
意
志
の
増
殖
で
あ
る
。

次
に
第
二
節
で
、
殉
死
の
提
を
設
定
し
、
そ
の
法
と
し
て
の
特
色
が
、
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
の
冷
た
く
合
理
的
な
立
法
と
は
違
っ
て
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
情
愛

は
あ
る
が
不
合
理
不
公
平
な
「
慣
習
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
君
の

「
お
許
」
が
絶
対
に
必
要
か
と
思
え
ば
、
他
方
「
黙
契
」
や
「
懸
許
」
が
ま
か
り

通
る
。
親
疎
に
よ
っ
て
法
の
目
盛
り
が
伸
び
縮
み
し
て
、
名
誉
の
殉
死
と
犬
死
の

追
腹
と
に
、
運
命
が
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

乙
乙
で
、
内
藤
長
十
郎
が
十
八
人
の
殉
死
許
可
の
典
型
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
は
、

忠
利
政
権
が
本
質
的
に
母
子
型
共
同
体
で
あ
っ
て
、
忠
利
が
「
人
情
世
故
に
通
じ
」
、

「
慈
悲
」
第
一
の
母
性
型
で
あ
る
の
に
応
え
て
、
内
藤
に
は
甘
え
と
節
度
で
接
す

る
「
子
」
の
可
愛
気
が
あ
っ
て
、

「
思
知
ら
ず
」
に
さ
れ
ぬ
よ
う
に
、
世
間
の
冷

た
い
風
か
ら
か
ば
っ
て
も
ら
え
た
か
ら
で
あ
る
。
内
藤
家
の
家
風
が
、
そ
の
よ
う

に
彼
を
育
て
た
。

家
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
ゐ
る
。
丁
度
主
人
の
決
心
を
母
と
妻
と
が
言
は
ず

に
知
っ
て
ゐ
た
や
う
に
、
家
来
も
女
中
も
知
っ
て
ゐ
た
の
で
、
勝
手
か
ら
も

厩
の
方
か
ら
も
笑
声
な
ぞ
は
聞
乙
え
な
い
。

母
は
母
の
部
屋
に
、
よ
め
は
よ
め
の
部
屋
に
、
弟
は
弟
の
部
匡
に
、
ぢ
っ

と
物
を
思
っ
て
ゐ
る
。
主
人
は
居
間
で
府
を
か
い
て
寝
て
ゐ
る
。

(
中
略
)

一
時
立
つ
。
二
時
立
つ
。
も
う
午
を
過
ぎ
た
。

こ
れ
は
「
阿
部
一
族
」
の
中
で
も
名
文
中
の
名
文
で
、

「
阿
部
茶
事
談
」
に
は
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な
い
。
三
好
達
治
の
「
雪
」
の
詩
に
ど
乙
か
似
て
い
は
し
な
い
か
。

ら
せ
、
太
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り
つ
む
。
次
郎
を
眠
ら
せ
、
次
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り

つ
む
。
」
。
「
母
は
母
の
部
屋
に
、
よ
め
は
よ
め
の
部
屋
に
、
弟
は
弟
の
部
屋
に
、

ぢ
っ
と
物
を
思
っ
て
ゐ
る
。
」
。
主
人
は
、
母
の
中
に
安
ら
ぐ
胎
児
の
よ
う
に
、
あ

「
太
郎
を
眠

る
い
は
、
基
の
下
に
眠
る
死
者
の
よ
う
に
、

「
寝
て
ゐ
る
」
。

皆
が
生
き
物
の
運
命
を
受
け
入
れ
、
安
ら
か
で
静
か
な
気
品
あ
る
、
母
性
の
リ

ズ
ム
。

「
安
寿
恋
し
ゃ
、
ほ
う
や
れ
ほ
。
厨
子
王
恋
し
ゃ
、
ほ
う
や
れ
ほ
。
鳥
も

生
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
疾
う
疾
う
逃
げ
よ
、
逐
は
ず
と
も
。
」
の
リ
ズ
ム
と
も
遠

{
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く
通
う
の
は
、
「
山
椴
大
夫
」
の
母
が
万
物
の
母
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
内
藤
家
の

家
風
は
、
互
い
に
察
し
合
い
、
各
々
分
に
ふ
さ
わ
し
い
振
舞
を
し
て
、
自
然
に
相

手
を
思
い
や
る
、
日
本
的
秩
序
の
美
の
粋
で
あ
る
。
乙
れ
は
、
気
品
あ
る
母
が
か

も
し
て
い
る
家
風
で
、
長
十
郎
は
表
向
き
は
家
長
だ
が
、
ま
だ
十
七
歳
、
母
の
愛



に
見
守
ら
れ
て
、
殉
死
許
可
の
呼
吸
を
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
内
藤
自
身
は
、

太
田
豊
太
郎
の
「
弱
き
心
」
を
受
け
継
い
で
、

「
弱
み
の
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
無
意
識
の
内
に
、
自
分
は
社
会
意
志
の
暴
力
の
被
害
者
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
被
害
者
で
あ
ろ
う
と
殉
死
す
れ
ば
社
会
意
志
の
増
殖
の
片
棒
を
か
つ
ぐ
こ

と
に
な
っ
て
い
く
。

次
に
鴎
外
は
、

「
中
に
も
津
崎
五
助
の
事
跡
は
、
際
立
っ
て
面
白
い
」
と
香
い

て
い
る
が
、
乙
れ
は
、
弱
い
犬
ほ
ど
よ
く
吠
え
る
と
い
う
、
憎
め
な
い
犬
の
生
態

に
、
い
つ
し
か
犬
牽
の
方
が
似
て
来
て
い
て
、
そ
乙
が
ま
た
忠
利
の
「
気
に
入
つ

て
ゐ
た
」
と
い
う
、
二
重
に
戯
画
的
な
お
も
し
ろ
さ
で
あ
ろ
う
。
五
助
は
、

「そ

ち
は
殿
様
の
犬
牽
で
は
な
い
か
」
と
い
う
、
家
老
達
の
無
神
経
な
と
め
方
に
、
か

「
お
歴
々
の
衆
に
負
け
ぬ
」
意
地
か
ら
、
殉
死

は
「
と
め
て
と
ま
ら
ぬ
」
も
の
に
な
っ
た
。
妻
も
側
か
ら
負
け
る
な
と
励
ま
す
。

え
っ
て
劣
等
感
を
逆
な
で
き
れ
、

「
犬
骨
折
っ
て
隠
に
と
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
通
り
、
五
助
は
、
日
頃
の
不

「
お
庶
匠
衆
は
ど
う
な
さ
り
ま
し
た
な
、
お
犬
牽
は
只
今
参
り
ま
す
ぞ
」

満
か
ら
、

と
高
笑
い
し
、
上
官
を
道
づ
れ
に
引
込
も
う
と
す
る
加
害
者
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま

た
社
会
意
志
の
増
殖
に
積
極
的
に
手
を
貸
す
の
で
あ
る
。

阿
部
弥
一
右
衛
門
の
悲
劇
は
、
乙
の
よ
う
に
異
常
な
社
会
意
志
の
増
殖
の
中
で
、

父
の
判
断
力
、
指
導
力
、
権
力
の
最
も
必
要
な
時
に
、
殉
死
の
禁
令
を
出
さ
ず
、

次
々
に
情
に
流
さ
れ
る
母
性
で
し
か
な
か
っ
た
、
忠
利
の
下
で
起
き
る
の
で
あ
る
。

(
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言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
封
建
的
領
主
の
絶
対
権
力
」
な
ど
、
鴎
外
の
忠
利
は

一
度
も
発
揮
し
た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
の
欠
知
乙
そ
悲
劇
の
元
凶
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
阿
部
弥
一
右
衛
門
は
、
家
の
中
で
も
藩
の
中
で
も
本
質
的
に
父
性
で
あ
っ

た
。
阿
部
家
の
家
風
は
、
内
藤
家
と
対
照
的
で
あ
る
。

「
さ
う
で
あ
ら
う
。
目
の
先
ば
か
り
見
え
る
近
眼
共
を
相
手
に
す
る
な
。

(
中
略
)
恥
を
受
け
る
時
は
一
し
ょ
に
受
け
い
。
兄
弟
喧
嘩
を
す
る
な
よ
。

さ
あ
、
瓢
箪
で
腹
を
切
る
の
を
好
う
見
て
置
け
。
」

彼
は
五
人
の
子
を
統
率
す
る
父
権
で
あ
る
。
運
命
順
応
型
包
容
よ
り
も
、
知
恵

に
よ
っ
て
先
を
読
み
、
判
断
し
、
指
導
し
、
命
令
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
万
事
に

気
が
付
い
て
、
手
ぬ
か
り
が
無
い
」
精
勤
は
、
あ
く
ま
で
現
実
逃
避
せ
ず
、
藩
政

を
守
る
「
立
派
な
侍
」
の
役
に
徹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
弥
一
右
衛

門
の
顔
を
見
る
と
、
上
位
者
の
は
ず
の
忠
利
の
母
性
は
引
込
ん
で
、
わ
が
ま
ま
気

ま
ま
な
反
抗
す
る
「
子
」
に
退
行
す
る
。
伺
に
で
も
い
や
と
言
う
の
は
幼
児
的
で

あ
る
。
そ
の
い
ら
だ
ち
を
弥
一
右
衛
門
に
投
影
し
て
憎
む
。
母
子
型
共
同
体
の
人

情
に
は
通
じ
て
い
る
忠
利
に
も
、
自
分
の
心
だ
け
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
忠
利
政
権
の
訂
正
者
・
改
良
家
で
あ
っ
た
。

だ
が
己
は
己
だ
。
好
い
わ
。
武
士
は
妾
と
は
違
ふ
。
主
の
気
に
入
ら
ぬ
か

ら
と
云
っ
て
、
立
場
が
無
く
な
る
筈
は
無
い
。
か
う
思
っ
て
一
日
一
日
と
例
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の
如
く
に
勤
め
て
ゐ
た
。

乙
乙
に
彼
の
日
頃
か
ら
の
思
想
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

「
武
士
は
妾
と
は
違
ふ
。

主
の
気
に
入
ら
ぬ
か
ら
と
云
っ
て
立
場
」
は
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
の
は
、
忠
利
に

「
目
を
掛
け
」
ら
れ
て
い
る
内
藤
ら
を
「
妾
」
の
忠
義
、
「
気
に
入
」
ら
れ
て
い

る
津
崎
を
「
犬
」
の
忠
義
と
し
て
批
判
的
に
見
て
い
る
乙
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
麗

し
い
慈
悲
と
忠
義
の
一
体
関
係
だ
と
思
っ
て
自
己
満
足
し
て
い
る
、
忠
利
政
権
に

対
す
る
痛
烈
な
風
刺
で
あ
る
。
内
藤
家
の
血
縁
的
母
子
と
違
っ
て
、
擬
制
と
し
て

の
母
子
型
共
同
体
に
は
必
ず
腐
敗
が
生
じ
る
。
そ
こ
の
と
乙
ろ
を
弥
一
右
衛
門
は

「
利
他
的
個

父
権
の
原
理
に
よ
っ
て
軌
道
修
正
し
て
き
た
。

「
青
年
」
に
言
う
、

人
主
義
」
の
自
己
(
意
地
)
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
臣
下
の
分
(
妾
・
犬
)
を
越



え
る
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
は
、
忠
利
か
ら
も
家
中
の
皆
か
ら
も
嫌
わ
れ
、
陰
湿
な

総
攻
撃
に
会
っ
て
窮
地
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
。
母
子
型
共
同
体
の
安
ら
ぎ
に
と
っ

(
7
}
 

て
、
革
命
家
の
み
な
ら
ず
、
改
良
家
も
同
様
に
、
除
く
べ
き
ト
ゲ
に
ほ
か
な
ら
な

ぃ
。
そ
こ
で
弥
一
右
衛
門
は
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
(
父
権
的
立
派
さ
)

を
、
自
身
と
子
ら
と
世
間
と
に
証
明
す
る
た
め
に
、
自
虐
的
に
切
腹
し
て
見
せ
た
。

峰
の
雪
が
裂
け
、
雪
崩
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

阿
部
弥
一
右
衛
門
だ
け
が
父
な
き
母
子
型
共
同
体
の
欠
陥
を
鳥
臨
す
る
目
を
も

ち
(
彼
に
は
父
権
の
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
的
欠
陥
は
よ
く
の
み
こ
め
て
い
な
い
)
、
そ

れ
が
次
の
、
子
ら
の
世
代
に
は
、
君
臣
関
係
も
ま
た
「
兄
弟
喧
嘩
」
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
、
突
出
し
た
認
識
力
に
な
っ
て
、
前
途
の
結
束
を
子
ら
に
遺
言

し
た
の
で
あ
る
。
「
阿
部
一
族
」
の
後
半
、
光
尚
政
権
は
、
忠
利
政
権
よ
り
も
も
っ
と
急

斜
面
の
共
同
体
で
あ
る
。
ハ
凡
な
く
母
な
き
孤
児
型
共
同
体
で
あ
る
。
上
に
立
つ
光

尚
が
基
本
的
に
子
供
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
「
地
道
」
に
導
く
家
老
の
後
立
て
が

さ
て
、

な
く
、
意
地
の
悪
い
兄
(
林
外
記
)
の
言
い
な
り
に
な
る
弟
(
光
尚
)
の
政
権
と

い
っ
た
不
安
定
感
が
あ
る
。
忠
利
父
子
に
は
、

「
情
を
抑
え
」
ら
れ
な
い
悪
い
遺

伝
子
が
、
弥
一
右
衛
門
父
子
に
は
誇
り
高
過
ぎ
る
意
地
と
い
う
遺
伝
子
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
父
よ
り
数
段
劣
る
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
環
境
と
し
て
、
弥
一

右
衛
門
の
予
見
通
り
、
光
尚
が
外
記
の
相
続
差
別
の
策
を
用
い
て
、
阿
部
家
侮
蔑

の
空
気
を
あ
お
っ
た
。
一
周
忌
に
不
敬
事
件
を
起
こ
し
た
権
兵
衛
の
言
い
分
は
、

「
某
は
故
殿
様
に
も
御
当
主
に
も
亡
き
父
に
も
一
族
の
者
共
に
も
傍
輩
に
も
面
目

が
無
い
。
」
と
あ
る
。

「
ー
ー
に
も
」
の
反
復
に
よ
る
切
迫
し
た
リ
ズ
ム
に
は
、

一
年
間
の
欝
憤
が
暴
発
し
た
感
が
あ
る
。
彼
も
父
同
様
父
権
の
立
派
さ
を
理
組
と

し
つ
つ
、
兄
の
器
で
し
か
な
い
不
面
目
に
苦
し
ん
だ
。
兄
的
な
権
兵
衛
が
、
孤
児

兄
弟
政
権
を
自
虐
の
形
で
批
判
し
た
「
兄
弟
喧
嘩
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
他

方
、
さ
と
し
包
む
父
母
な
き
光
尚
の
「
不
快
」
も
ま
た
、

「
不
快
」
の
語
の
反
復

の
興
奮
し
た
り
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
そ
の
や
り
場
の
な
さ
が
表
き
れ
て
い
る
。
作
者

「
情
を
抑
え
歓
を
制
す
る
」
父
性
(
義
)
と
、

い
る
寛
大
の
心
持
」
の
母
性
(
情
)
と
の
欠
如
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
社
会
は
基

本
的
に
、
父
の
「
義
」
と
母
の
「
情
」
と
を
兼
備
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で

「
仁
」
に
よ
る
ヨ
コ
の
兄
藍
政
権
構
想
は
、
鴎
外
に

は
そ
れ
ら
』
、

「
恩
を
以
て
怨
に
報

あ
る
。
中
国
の
よ
う
な
、

は
な
い
。
ま
た
、
残
る
阿
部
兄
弟
の
意
地
は
、

「
ー
ー
無
い
」
の
執
劫
な
同
型
反

復
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
自
虐
的
反
抗
心
を
、
よ
く
表
し
て
い
る
。
彼
ら
主
従
と
も
、

怒
れ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
命
の
末
商
の
よ
う
に
、
根
の
国
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
死
と

破
滅
を
急
ぐ
。
そ
れ
は
、

「
青
年
」
に
言
う
「
古
い
伝
説
の
味
わ
ひ
」
と
も
通
底

し
て
い
て
、
鴎
外
は
「
か
の
や
う
に
」
を
書
く
時
、
記
紀
神
話
の
国
生
み
の
男
神
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女
神
か
ら
読
み
直
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
半
の
第
二
次
雪
崩
は
大
型
で
、
阿
部
権
兵
衛
を
飲
み
、
弥
五
兵
衛
兄
弟
を
飲

み
、
討
手
の
竹
内
数
馬
を
飲
み
、
畑
十
太
夫
、
数
馬
の
兄
、
近
所
の
某
も
巻
き
添

え
に
す
る
。
柄
本
家
、
高
見
家
も
あ
や
う
く
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
。

と
か
く
疑
問
の
多
い
柄
本
又
七
郎
の
義
と
情
の
解
決
の
仕
方
は
、
決
し
て
一
人

で
情
義
を
兼
備
し
た
元
亀
天
正
的
勇
者
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
柄
本
は
、
二
者

択
一
の
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
る
と
、
思
考
停
止
、
論
理
の
す
り
か
え
(
阿
部

一
族
は
悪
人
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
の
ち
、
逆
賊
の
よ
う
な
も
の
と
す

る
)
に
よ
っ
て
、
家
共
同
体
と
し
て
、
妻
に
母
の
「
情
」

分
担
さ
せ
、
夫
の
自
分
は
父
の
「
義
」
(
逆
賊
征
伐
)
を
分
担
し
、
難
局
を
切
り

抜
け
る
要
領
の
良
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
高
見
権
右
衛
門
と
対
比
さ
れ
て
い

て
、
作
者
か
ら
全
面
肯
定
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

(
見
舞
・
気
の
毒
)
を



竹
内
数
馬
の
悲
劇
と
し
て
、
武
道
の
名
家
に
生
ま
れ
て
「
辱
」

「
汚
れ
」
を
受

「
殿
様
(
注
・
光
尚
)
に
棄
て
ら

れ
た
の
は
忍
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
」
に
注
目
し
た
い
。
竹
内
数
馬
は
、
忠
利
(
死

け
た
者
の
た
ま
ら
な
さ
は
さ
て
置
く
と
し
て
、

ん
だ
母
)
を
慕
い
、
光
尚
の
中
に
も
母
性
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
光
尚
に
、
甘
え
た
い
の
は
甘
え
さ
せ
て
く
れ
な
い
と
す
ね
、
い
じ
め
る
継
母

の
よ
う
に
思
っ
て
反
抗
し
、
光
尚
へ
の
面
当
て
に
、
忠
利
か
ら
拝
領
し
た
白
菊
の

香
を
た
き
し
め
、
兼
光
を
さ
し
て
、
死
装
束
で
討
入
る
。
数
馬
も
二
十
一
歳
、
家

長
で
は
あ
る
が
、
子
供
で
あ
る
。
そ
の
き
き
わ
け
の
な
い
や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
が
、
忠

「
子
」
で

利
に
気
に
入
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

き
て
、
高
見
権
右
衛
門
は
、
と
か
く
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
人
物
だ
が
、
懐

中
鏡
に
よ
っ
て
戦
死
を
未
然
に
防
ぐ
周
到
さ
は
、
柄
本
の
派
手
な
け
が
と
く
ら
べ

て
、
「
生
」
の
原
理
の
勇
者
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
こ
そ
第
一
の
功
を
賞
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
彼
は
謙
虚
に
も
、
柄
本
が
抜
け
駆
け
を
罰
せ
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
柄
本
を
か
ば
っ
て
、
柄
本
に
第
一
の
功
を
「
譲
っ
た
」
。
小
姓
ぞ
か
ば
っ

た
の
も
母
性
で
あ
る
。
高
見
は
母
性
で
あ
る
故
に
、
孤
児
政
権
の
下
で
無
事
で
い

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
鴎
外
の
「
沙
羅
の
木
」
の
、

「
褐
色
の
根
府
川
石
に

白
き
花
は
た
と
落
ち
た
り
、
あ
り
と
し
も
青
葉
が
く
れ
に

の
木
の
花
。
」
に
通
う
、
つ
つ
ま
し
く
暖
か
い
美
し
き
ゃ
伊
』
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。
乙
れ
が
、
「
安
井
夫
人
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

「
阿
部
一
族
」
は
、
前
半
に
お
い
て
、

見
え
ざ
り
し

さ
ら

以
上
、

一
見
安
定
し
て
見
え
る
母
子
型

共
同
体
の
不
合
理
性
に
よ
る
亀
裂
を
描
き
、
後
半
に
お
い
て
、
父
権
も
母
性
も
な

い
孤
児
兄
弟
型
共
同
体
が
、
家
単
位
の
個
を
次
々
巻
き
込
ん
で
落
下
し
て
い
く
さ

ま
を
、
描
い
て
い
る
。
そ
の
情
緒
的
共
同
体
の
中
で
、
自
己
を
、
母
・
子
・
兄
・

弟
・
継
子
・
父
と
し
、
独
立
し
た
自
我
を
も
た
な
い
群
像
の
中
で
、
阿
部
弥
一
右

衛
門
は
、
父
的
権
共
同
体
の
「
義
」
の
み
な
ら
ず
、
非
臣
妾
的
な
精
神
の
自
由
を

「
利
他
的
個
人
主
義
」
の
自
己
と
し
て
、
突
出
し
て
い
る
。
作
品
の
要

も
っ
た
、

の
人
物
と
考
え
る
。

四

「
佐
橋
甚
五
部
」
と
定
本
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

豊
太
闘
が
朝
鮮
を
攻
め
て
か
ら
、
朝
鮮
と
日
本
と
の
間
に
は
往
来
が
全
く

絶
え
て
ゐ
た
の
に
、
宗
対
馬
守
義
智
が
徳
川
家
の
旨
を
承
け
て
肝
煎
を
し
て
、

慶
長
九
年
の
暮
に
、
松
雲
孫
、
文
或
、
金
孝
舜
と
云
ふ
三
人
の
僧
が
朝
鮮
か

ら
様
子
を
見
に
来
た
。

「
佐
橋
甚
五
郎
」
の
冒
頭
文
は
、
前
二
作
の
閉
鎖
性
と
は
ち
が
っ
て
、
幾
分
外

固
に
聞
か
れ
て
い
る
共
同
体
で
あ
り
、
ど
こ
か
人
を
食
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
。
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つ
い
で
、
朝
鮮
の
使
い
に
ま
じ
っ
て
、
徳
川
家
康
の
肝
を
冷
や
し
に
来
た
「
太
い

奴
」
、
佐
橋
甚
五
郎
と
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
ろ
う
、
伺
の
た
め
に
二
十
四
年
後
、

家
康
の
眼
前
に
現
れ
、
追
い
返
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
、
ナ
ゾ
め
い
た

導
入
部
分
が
続
く
。

蜂
谷
と
の
賭
の
事
件
は
、
佐
橋
の
人
物
紹
介
で
あ
り
、
伎
の
行
動
原
理
を
よ
く

表
し
て
い
る
。
「
甚
五
郎
は
鷺
を
撃
っ
と
き
蜂
谷
と
賭
を
し
た
。
」
の
「
賭
」
と

は
契
約
で
あ
り
、
「
武
士
は
誓
言
を
し
た
か
ら
は
、
一
命
を
も
棄
て
る
。
」
、
「
誓

言
を
反
故
に
す
る
犬
侍
奴
」
の
「
誓
言
」
も
ま
た
契
約
で
あ
る
。

「
自
分
の
大
小

を
代
わ
り
に
残
し
て
立
ち
退
い
た
」
の
「
代
わ
り
に
」
と
は
、
商
業
に
お
け
る
等

価
交
換
で
あ
る
。
蜂
谷
が
家
宝
第
一
の
家
共
同
体
的
自
己
で
あ
る
の
に
対
し
、
佐

橋
は
そ
の
立
派
な
大
小
が
ほ
し
い
と
い
う
利
己
的
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
「
誓

言
」
を
タ
テ
に
、
手
段
を
選
ば
な
い
。
人
格
の
一
部
で
あ
る
才
芸
を
武
器
に
、
相



手
を
殺
し
て
目
的
を
達
す
る
。

一
見
、
前
二
作
に
あ
っ
た
意
地
の
情
念
は
な
く
、

冷
た
く
堅
い
合
理
的
人
間
関
係
に
立
つ
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
近
代
的
自
我
の
よ

う
で
あ
る
。

他
方
、
家
康
は
、
細
川
忠
利
の
よ
う
な
母
性
で
は
な
く
、
父
権
的
共
同
体
の
支

配
者
と
し
て
、
年
は
と
っ
て
も
「
め
っ
た
に
目
く
ら
が
し
は
食
は
ぬ
」
判
断
力
、

統
率
力
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
な
ら
ば
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、

「
甘
利

は
あ
れ
を
我
子
の
や
う
に
可
裏
が
っ
て
を
っ
た
」
と
い
う
、
母
性
的
情
愛
も
よ
し

と
し
、
他
方
、

「
約
束
通
り
甚
五
郎
を
召
し
出
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
契
約
原

理
も
使
い
分
け
て
い
て
、
「
雑
居
的
無
秩
序
」
文
化
性
に
お
い
て
、
遠
く
「
舞
姫
」

の
天
方
伯
に
連
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
乙
の
家
康
造
形
の
モ
デ
ル
は
、
山
県
有
朋

な
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

「
道
理
」
の
欠

が
、
そ
の
雑
居
的
無
秩
序
世
を
佐
橋
か
ら
見
る
と
、
非
合
理
、

如
、
偽
善
、
醜
悪
そ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
の
乙
と
を
家
康
が
「
む
と
い
奴
」
と
言

う
の
は
、
そ
れ
を
命
じ
、
利
用
し
た
家
康
の
自
己
矛
盾
と
見
え
る
。
佐
橋
は
「
家

康
を
鼻
の
先
で
あ
ぎ
笑
ふ
て
」
(
広
告
文
)
、
才
能
を
頼
り
に
、
自
由
の
天
地
へ

飛
び
出
し
て
行
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
共
同
体
の
閉
鎖
性
に
風
穴
を
あ
け
た
よ
う
な
、

一
種
き
わ
や
か
な
感
じ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
彼
が
、
二
十
四
年
も
経
っ
て

家
康
の
自
の
前
に
現
れ
、
家
康
を
し
て
警
戒
さ
せ
る
と
い
う
乙
と
は
、
父
権
的
共

同
体
に
対
す
る
利
益
社
会
の
自
我
の
見
切
り
と
い
う
、
だ
け
で
は
、
到
底
説
明
の
つ

か
な
い
意
地
の
情
緒
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
、
と
見
た
方
が
よ
い
。

蜂
谷
と
の
賭
の
事
件
の
時
、
佐
橋
は
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
彼
は
、

「
暫
宣
言
」
に
も
と
づ
い
た
自
利
の
追
求
は
「
道
理
」
だ
と
考
え
て
い
た
。
乙
れ
は
、

従
兄
の
家
に
同
居
し
て
い
る
孤
児
と
い
う
境
遇
か
ら
、
か
た
く
な
な
強
が
り
、
情

緒
性
の
欠
如
、
が
主
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
家
康
の
「
そ
ち
が
話
を
聞

け
ば
、
甚
五
郎
の
申
分
や
所
行
も
一
応
道
理
ら
し
く
聞
こ
え
る
が
、
所
詮
は
間
違

う
て
を
る
ぞ
よ
。
併
し
そ
ち
も
云
ふ
通
り
、
弱
年
の
者
ぢ
ゃ
か
ら
、
伺
か
一
廉
の

奉
公
を
い
た
し
た
ら
、
そ
れ
を
し
ほ
に
助
命
し
て
遣
は
さ
う
。
」
と
い
う
裁
き
の

中
に
、
彼
は
、
情
義
兼
ね
備
え
た
父
な
る
も
の
を
感
じ
取
り
、
尊
敬
の
念
を
起
こ

し
た
の
で
は
な
い
か
。
甘
利
の
警
を
「
鹿
鼠
の
や
う
に
身
軽
に
」
持
ち
帰
っ
た
の

は
、
家
康
に
認
め
ら
れ
た
い
、
家
康
に
ほ
め
ら
れ
た
い
一
心
で
あ
り
、
切
な
い
子

供
心
で
あ
る
。
だ
が
家
康
は
ご
言
も
甘
利
の
事
を
言
は
な
ん
だ
。
」
佐
橋
の
中

で
一
っ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
潰
れ
た
。
若
御
子
の
軍
功
に
つ
い
て
も
、
機
械
的
に
加
増

は
さ
れ
た
が
「
賞
美
の
詞
が
無
か
っ
た
。
」
。
ニ
っ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
潰
れ
た
。
そ
れ

で
も
彼
は
家
康
に
対
す
る
奉
公
の
念
を
失
わ
な
か
っ
た
が
、
最
後
に
、
尊
敬
す
る

家
康
の
口
か
ら
「
む
と
い
奴
」
と
言
わ
れ
、
人
非
人
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
、
家
康
を
見
切
っ
て
、
亡
命
し
た
の
で
あ
る
。
頭
で
は
も
と
の
合
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理
主
義
者
に
戻
っ
た
つ
も
り
で
も
、
心
は
家
康
の
仕
打
ち
を
忘
れ
る
乙
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
康
に
、
自
分
の
寝
首
を
掻
き
に
来
た
と
恐
れ
さ
せ
た

い
。
家
康
が
彼
を
監
視
の
届
か
な
い
所
に
手
放
し
て
し
ま
え
ば
、
何
を
し
で
か
す

か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
、
人
間
の
情
愛
を
平
然
と
踏
み
破
る
殺
人
機
械
と
見
て
、

機
械
と
し
て
利
用
だ
け
は
し
て
、
言
葉
が
け
な
ど
し
よ
う
と
も
思
わ
な
い
な
ら
、

そ
の
思
惑
通
り
、
朝
鮮
人
に
化
け
て
殺
人
機
械
が
や
っ
て
来
た
と
思
わ
せ
た
い
。

し
か
し
外
交
上
、
佐
橋
を
殺
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
悩
ま
せ
た
い
。
老
捨
な
狸

親
爺
の
仮
面
を
引
き
は
が
し
て
、
震
措
さ
せ
、
日
本
中
を
引
っ
掻
き
廻
し
た
い
。

と
い
う
よ
う
な
屈
折
し
た
情
念
で
は
あ
る
ま
い
か
。
乙
れ
は
、
甘
え
の
変
型
の
す

ね
た
意
地
(
広
告
文
に
「
意
地
強
き
す
ね
者
」
と
あ
る
)
で
あ
る
が
、
家
康
も
佐

橋
自
身
も
、
そ
れ
に
充
分
に
気
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
。

家
康
に
と
っ
て
、
佐
橋
は
ト
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
で
あ
る
。
自
己
の
影
、
仮
面
が



悪
と
し
抑
圧
し
て
い
る
、
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
で
あ
る
。
仁
王
(
秩
序
・
善
)

が
足
元
に
踏
み
つ
け
手
放
さ
な
い
、
天
邪
鬼
(
自
由
・
悪
)
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

作
者
鴎
外
に
と
っ
て
も
、
読
者
の
我
々
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
佐
橋
に
、

倫
理
の
束
縛
を
解
き
放
っ
た
き
わ
や
か
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
鴎
外
は
、
意
識
の
上
で
は
、
家
康
(
山
県
有
朋
)
に
対
し
、

(
「
食
堂
」
)
、
佐
橋
(
無
政
府
主
義
者
)
の
よ
う
な
「
不

「
当
局
が
巧
に
舵

を
取
っ
て
行
け
ば
」

遇
な
人
間
」
は
増
え
ず
に
済
む
、
し
か
し
冷
酷
に
弾
圧
す
る
ば
か
り
で
は
激
成
し

か
ね
な
い
、
と
い
う
調
諌
を
し
た
。
だ
が
、
無
意
識
の
内
に
、
佐
橋
に
喝
采
し
、

山
県
と
い
う
仁
王
の
足
の
重
み
と
監
視
を
す
り
抜
け
て
、
自
分
も
自
由
に
生
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
、
佐
橋
を
忌
み
恐
れ
つ
つ
も
こ
の
作
品
を
書
か
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。次
l乙

「
佐
橋
甚
五
郎
」
を
脱
稿
し
て
一
カ
月
後
に
、

「
興
津
弥
五
右
衛
門
の

遺
書
」
を
改
稿
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
乙
れ
は
、
香
木
事
件
は
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
外
枠
を
新
資
料

に
よ
っ
て
全
面
的
に
改
稿
し
、
ほ
と
ん
ど
別
作
の
よ
う
に
作
っ
た
。
つ
と
に
、
改

稿
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
い
う
批
評
が
強
く
、
私
も
鑑
賞
の
立
場
か
ら
言
え
ば
そ
う

思
う
の
だ
が
、
作
者
の
創
作
論
と
し
て
は
、
中
味
と
外
枠
と
で
主
題
が
分
裂
し
た

と
は
思
わ
ず
、
乙
れ
は
こ
れ
で
新
し
い
小
宇
宙
を
造
り
え
た
と
考
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

ま
ず
、
文
体
の
リ
ズ
ム
が
、
初
出
の
切
迫
し
た
死
と
破
滅
へ
の
誘
い
の
リ
ズ
ム

か
ら
、
単
調
で
、
落
ち
着
い
て
、
ゆ
る
や
か
で
、
は
る
か
な
生
死
の
連
続
の
リ
ズ

ム
に
な
っ
た
。

某
儀
明
日
年
来
の
宿
望
相
達
候
て
、
妙
解
院
殿
御
墓
前
に
於
い
て
首
尾
好

く
切
腹
い
た
し
侯
事
と
相
成
候
。
然
れ
ば
子
孫
の
為
め
事
の
顎
末
書
き
残
し

置
き
度
、
京
都
な
る
弟
又
次
郎
宅
に
於
い
て
筆
を
取
り
候
。

私
は
実
は
、

「
妙
解
院
殿
」

(
忠
利
)
の
「
御
墓
前
に
於
い
て
」
と
い
う
所
で

失
笑
し
て
し
ま
う
。
盛
大
な
殉
死
シ
ョ
ー
に
お
い
て
、
興
津
が
自
分
の
殉
死
す
る

相
手
を
ま
ち
が
う
の
は
、
盛
大
な
結
婚
披
露
宴
で
花
嫁
が
別
人
と
入
れ
替
わ
っ
て

い
て
も
気
が
つ
か
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
乙
こ
に
は
、
初
出
に
お
い
て
の
興
津

は
必
ず
し
も
三
斎
に
殉
死
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
乙
と
が
、
さ
ら
に
漫
画
的

ミ
ス
と
な
っ
て
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
興
津
は
細
川
家

と
い
う
共
同
体
に
守
ら
れ
、
殉
死
の
手
は
ず
も
首
尾
よ
く
運
び
、
弟
に
見
守
ら
れ
、

弟
宅
と
い
う
家
屋
に
守
ら
れ
、
子
孫
は
延
々
と
続
い
て
い
く
安
心
感
に
守
ら
れ
て
、

遺
書
を
書
く
。
母
性
的
に
守
ら
れ
で
あ
る
こ
と
が
、
反
悲
劇
的
な
安
定
感
と
継
続

感
の
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
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次
に
、
祖
父
・
父
・
兄
・
自
分
の
順
応
、
紀
伝
体
的
叙
述
が
続
く
わ
け
だ
が
、

「
某
祖
父
は
|
|
、
父
才
八
は

l
i
、
兄
九
郎
兵
衛
一
友
は
|
|
、
某
は
|
|
」

と
い
う
向
型
反
復
が
、
尻
取
り
的
切
迫
で
は
な
く
、
遠
く
聞
を
置
い
て
続
き
、
さ

ら
に
道
書
の
あ
と
の
、
作
者
に
よ
る
子
孫
の
叙
述
も
ま
た
、
「
ー
ー
は
、
ー
ー
は
、
」

と
、
は
る
か
に
明
治
ま
で
続
く
。
乙
れ
が
単
調
平
坦
な
は
る
か
な
連
続
の
リ
ズ
ム

を
生
ん
で
い
る
。
定
本
の
興
津
は
、
も
は
や
初
出
の
「
礼
」
と
「
恩
」
と
い
う
自

己
の
考
え
を
も
っ
た
個
体
で
は
な
く
、
祖
先
か
ら
子
孫
へ
と
連
続
す
る
家
共
同
体

の
直
線
上
の
、
小
さ
な
一
点
に
す
ぎ
な
い
。
遺
伝
子
に
す
ぎ
な
い
。
父
の
裏
切
り

事
件
も
、
彼
の
香
木
事
件
も
、
興
津
家
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
、
望
遠
鏡
で
の
ぞ
く

よ
う
に
遠
い
感
じ
が
す
る
。
父
景
一
の
赤
松
家
に
対
す
る
裏
切
り
事
件
は
、
父
が

仕
え
て
い
る
当
の
主
君
赤
松
殿
へ
の
忠
誠
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
確
か
に
裏

切
り
で
、
興
津
の
主
命
絶
対
と
分
裂
す
る
。
し
か
し
、
定
本
の
「
興
津
弥
五
右
衛



門
の
遺
書
」
は
、
細
川
家
代
々
と
興
津
家
代
々
と
の
、

「
恩
」
と
「
忠
誠
」
の
関

係
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
興
津
に
と
っ
て
、
赤
松
家
へ
の
父
の
不
忠
な
ど
、

問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

興
津
の
殉
死
の
動
機
を
見
ょ
う
。

某
熟
先
考
御
当
家
に
奉
仕
候
て
よ
り
以
来
の
事
を
思
ふ
に
、
父
兄
悉
く
出

格
の
御
引
立
を
蒙
り
し
は
言
ふ
も
更
な
り
、
某
一
身
に
取
り
て
は
、
長
崎
に

於
い
て
相
役
横
田
清
兵
衛
を
討
ち
果
た
し
候
時
、
松
向
寺
殿
一
命
を
御
故
助

被
下
、
此
再
造
の
大
恩
あ
る
主
君
御
卒
去
被
遊
候
に
、
某
争
で
か
命
い
た
ざ

る
べ
き
と
決
心
い
た
し
候
。

乙
こ
に
は
、
彼
一
個
の
恩
だ
け
で
な
く
、
第
一
に
細
川
家
代
々
か
ら
、
父
兄
が

受
け
た
思
が
あ
っ
て
、
第
二
に
(
「
再
造
」
)
、
彼
自
身
が
受
け
た
恩
が
あ
っ
て
、

そ
の
両
者
を
彼
が
思
返
し
し
よ
う
と
殉
死
を
決
心
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
父
の
赤

松
家
を
裏
切
っ
て
ま
で
し
た
当
家
へ
の
功
績
は
数
え
な
い
。
兄
の
、
島
原
の
乱
で

の
功
績
も
数
え
な
い
。
自
分
が
命
が
け
で
持
ち
帰
っ
た
香
木
に
よ
っ
て
、
天
下
に

細
川
家
の
名
を
挙
げ
た
功
績
も
数
え
な
い
。
父
兄
・
自
分
と
、
受
け
た
恩
だ
け
を

数
え
る
。
算
術
的
に
不
合
理
な
、
一
方
給
付
の
思
想
が
乙
乙
に
は
み
ら
れ
る
。
も

う
一
つ
の
特
色
は
、
恩
が
家
代
々
の
連
常
責
任
の
負
債
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

現
代
で
は
負
債
が
大
き
い
場
合
は
相
続
放
棄
を
選
ぷ
乙
と
が
で
き
る
が
、
奥
津
は

連
帯
負
債
を
懐
疑
し
な
い
、
律
儀
な
人
間
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

乙
れ
は
、
興
津
家
代
々
の
内
で
も
と
り
わ
け
「
大
思
」
を
受
け
た
自
分
が
負
債
を

返
せ
ば
、
そ
れ
で
一
挙
に
清
算
さ
れ
、
す
っ
き
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
遺
書
の

一
家
容
族
が
さ
ら
に
、
興
津
の
た
め
盛
大
な
殉
死

シ
ョ
ー
を
し
つ
ら
え
て
も
ら
っ
た
細
川
家
へ
の
新
恩
を
、
「
子
々
孫
々
相
伝
」
え

て
、
連
帯
責
任
で
負
債
を
返
す
乙
と
を
、
興
津
は
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
子
々

末
尾
に
は
、
弟
又
次
郎
以
下
、

孫
々
相
伝
、
某
が
志
を
継
ぎ
、
御
当
家
に
奉
対
、
忠
誠
を
可
擢
候
。
」
と
あ
る
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
異
様
な
重
圧
感
、
束
縛
感
は
、
ほ
と
ん
ど
吐
気
が
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

「
佐
橋
甚
五
郎
」
に
お
い
て
、
極
左
の
利
己
の
不
気
味
さ

を
書
い
た
の
で
、
そ
の
揺
り
戻
し
と
し
て
、
定
本
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

に
お
い
て
、
極
右
の
利
他
の
不
気
味
さ
ら
』
描
い
て
み
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
常

に
物
事
の
両
端
を
た
た
い
て
み
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
鴎
外
の
認
識
欲
が
、
右
・
中
・

乙
れ
は
、
前
月
に
、

左
・
右
と
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
よ
う
に
思
考
運
動
を
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
鴎
外
自
身
の
立
場
は
、
左
右
ど
ち
ら
に
も
頭
を
ふ
っ
て
、

「
阿
部
一
族
」

の
阿
部
弥
一
右
衛
門
と
高
見
権
右
衛
門
と
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
、
情
義
兼
ね
備
え

た
、
中
道
の
社
会
改
革
の
立
場
を
よ
し
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
仮

り
に
乃
木
将
軍
の
塁
に
拠
り
、
あ
る
い
は
仮
り
に
無
政
府
主
義
者
の
塁
に
拠
っ
て
、

地
位
と
境
遇
の
た
め
に
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
自
己
で
あ
る
、
左
右
の
ト
リ
ッ
ク
・
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ス
タ
ー
を
も
描
い
て
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
歴
史
小
説
集
『
意
地
』
の
壇
隠
は
、

か
く
し
て
、
釈
迦
三
尊
像
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
の
よ
う
な
構
造

乙
ょ
っ
:
。

t
'
+
'
'
み

i

乙
れ
を
出
版
し
た
時
、
鴎
外
は
自
信
に
満
ち
て
い
た
。

『
意
地
』
広
告
文
に
、

次
の
よ
う
に
書
い
た
。

「
意
地
」
は
最
も
新
し
き
意
味
に
於
け
る
歴
史
小
説
な
り
。
従
来
の
意
味

に
お
け
る
歴
史
小
説
の
行
き
方
を
全
然
破
壊
し
て
、
別
に
史
実
の
新
し
き
取

扱
ひ
方
を
制
定
し
た
る
最
初
の
作
な
り
。
其
の
観
察
の
点
に
於
て
、
其
の
時

，q
 

代
の
背
景
を
描
く
の
点
に
於
て
、
殊
に
其
の
心
理
(
人
格
)
描
写
の
点
に
於

て
、
読
者
は
必
ら
ず
此
の
作
に
或
る
驚
く
べ
き
新
意
を
見
出
さ
ん
。

「
遂
に
、
新
し
き
持
歌
の
時
は
来
り
ぬ
。
そ
は
う
つ
く
し
き
曙
の
ご

こ
れ
は
、



と
く
な
り
き
。
あ
る
も
の
は
古
の
予
言
者
の
如
く
叫
び
、
あ
る
も
の
は
西
の
詩
人

の
ご
と
く
に
呼
ば
〉
り
」

(
『
藤
村
詩
集
』
序
)
と
い
う
興
奮
の
リ
ズ
ム
に
、
ど

こ
か
似
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
近
代
歴
史
小
説
の
、
夜

明
け
の
宣
言
だ
か
ら
で
あ
る
。
乃
木
将
軍
の
「
遺
言
条
々
」
に
導
か
れ
て
、
彼
は

思
い
が
け
ぬ
金
鉱
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
西
洋
の
自
我
の
側

か
ら
日
本
共
同
体
を
批
判
的
に
見
た
歴
史
小
説
で
は
な
く
、
西
洋
的
な
批
評
眼
も

生
か
し
つ
つ
、
日
本
共
同
体
の
内
部
に
分
け
入
っ
て
、
そ
の
得
失
を
見
た
歴
史
小

説
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
因
習
と
し
て
葬
り
去
る
に
は
惜
し
い
、
「
民
族
の
心
」
、

日
本
人
の
魂
の
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
観
念
的
人
工
物
で
は
な
く
、

エ
グ
ザ
ク
ト

確
実
な
手
応
え
、
証
拠
民
基
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
古
言
は
宝
で
あ
る
よ

「
恩
」
と
い
う
一
語
の
中
に
、
降
り
積
む
負
債
感

と
い
う
、
古
言
の
命
で
あ
る
。

の
重
荷
を
必
死
に
返
す
、
昔
の
人
た
ち
の
律
儀
さ
を
見
た
。
人
を
粛
然
と
さ
せ
る

品
位
を
発
見
し
た
。
「
恩
」
と
「
礼
」
、
「
気
」
と
「
意
地
」
、
「
情
」
と
「
義
」
、

「
恥
」
、

「軒宣=口」、

「
歴
史
の
自
然
」

「
道
理
」
な
ど
な
ど
。
そ
れ
を
の
ち
に
、

と
も
呼
び
か
え
る
の
で
あ
る
。
鴎
外
と
し
て
は
、
古
言
の
中
に
乙
そ
、
神
話
や
伝

説
か
ら
、
明
治
・
大
正
の
重
大
事
件
に
ま
で
通
底
す
る
、
日
本
文
化
の
核
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
』
捉
え
た
歴
史
小
説
集
を
世
に
問
う
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
文
壇
は
、
ま
さ
し
く
「
古
言
」
の
い
の
ち
の
わ
か
ら
な
さ
の
た
め
に
、
ル
ー

ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
で
な
く
、
日
本
人
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、

日
常
無
意
識
に

『
意
地
』
の

「
恩
」
の
交
際
を
し
な
が
ら
、
意
識
の
上
で
は
嫌
悪
し
、
つ
い
に
、

決
定
的
新
し
さ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注

(
1
)
木
下
杢
太
郎
「
鴎
外
全
集
著
作
篇
刊
行
の
辞
」

集
の
内
容
見
本
(
一
)
)

(
2
)
磯
貝
英
夫
「
近
代
的
な
個
哉
の
さ
ま
ざ
ま
な
確
立
」 (
昭
口
、
岩
波
版
全

(
回
目
『
講
座

文
学
7
』
岩
波
書
庖
)

(
3
)
木
下
杢
太
郎
「
森
鴎
外
の
文
学
」

(
昭
ゆ
執
筆
、

『
森
鴎
外
研
究
』

昭
辺
、
長
谷
川
書
庖
)

『
世
界
大
百
科
辞
典
』
(
平
凡
社
)

(
6
)
尾
形
的
『
森
鴎
外
の
歴
史
小
説
』

(
4
)
 

(
回
目
、
筑
摩
書
房
)

(
5
)
(
7
)
(
8
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
伊
藤
真
一
郎
、
相
原
和
邦
、
季
国
棟

各
氏
の
、
合
評
会
に
お
け
る
助
言
で
あ
る
。

付
記
・
乙
の
論
文
は
、
平
成
元
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会

(
平
成
元
年
十
一
月
二
十
六
日
)
に
、
同
名
の
題
目
で
発
表
し
た
も
の
に
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補
訂
を
施
し
た
。


